
外来患者の転倒予防

船橋整形外科グループ

外来患者転倒予防QI活動チーム

船橋整形外科西船クリニック

看護師 藤田未希



船橋整形外科グループの紹介
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船橋整形外科市川クリニック

船橋整形外科病院 船橋整形外科みらいクリニック



国際的な医療機能評価機関である
JCI（国際合同委員会）の認証を取得

国際安全患者目標 当院の取り組み

積極的な外来転倒アセスメン

トを実施し、予防介入を行い

転倒リスクを低減する。

病院は、外来患者のために

転倒転落による患者の

危険リスクを低減する

プロセスを作成し、実行する。

患者の安全
と

医療の質の向上



看護師 7名

理学療法士 7名

トレーナー 1名

放射線技師 3名

医事 3名

総務 1名

外来患者転倒予防QI活動チーム
（22名）



会議風景



外来患者の転倒予防に向けた活動内容

１.アセスメント実施目標数を150件/月

２.外来転倒スクリーニングフローチャートを作成

３.基礎問診票と自動受付機画面に「歩くときにふらつく」「1週間

以内に転倒」の項目を追加し、患者からも申告できるように変更

４.電子カルテに転倒アセスメントテンプレートを搭載

５.転倒アセスメント手順を作成し、職員はe‐ラーニングで学習

６.転倒リスクのある患者の電子カルテに「てんとう虫」の

アイコンマーク、受付票に「◎」が印字されるようシステム変更



外来患者来院
（来院状況に合わせたスクリーニングを実施）

＜新患＞
問診票で質問

＜再来患者＞
自動再来機

（トップ画面に表示）
自己申告制

＜その他＞
クリニック職員が目視

直接観察

質問 ①歩くときにふらつく
②1週間以内に転倒した

異常歩行
（ケンケン・引きづり・ふらつき）

問診表で該当した場合
医事部は看護部へ
その内容を連絡する

患者が受付に申し出た場合
医事部は担当部署へ
その内容を連絡する

担当部署は、【外来】転倒転落アセスメントシートで評価し、
その結果に基づいて予防的介入を行う



・歩くときにふらつく
・1週間以内に転倒

基礎問診票

自動受付機トップ画面表示



外来転倒アセスメントフローチャート



患者へのアプローチ

歩くのが大変そうですが
大丈夫ですか？

移動が大変そうですが
車椅子は必要ですか？

少しお話を聞かせて
頂いてもよろしいですか？

診察

目的

• どのような症状で

来院しているか

症状の

把握

• 痛みや障害の程度に

より車椅子や補助具

をすすめる

同伴者の

有無

• 一人か家族が付き

添っているか

• 単独の受診であれ

ば介助・見守り



電子カルテ内にテンプレート搭載
（成人用テンプレート）



転倒リスクがある患者の電子カルテと受付票



成果

・目標数を上回る300件以上/月の転倒アセスメン

トが実施され、転倒低減に取り組もうとする意

識が向上した。

今後の課題

・転倒低減につながっているか分析

・再評価の実施

・ハイリスク患者に対する連携



ご清聴ありがとうございました。
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